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　他人同士が生活を共にするなかで少しずつ
家族になっていく、そこにいつもあるのはお
いしいごはん。子どもの頃の懐かしい味に思
いをはせ、何気ない毎日が大切だということ
を気付かせてくれる一冊です。かわいいイラ
ストも多く、じんわりと心に染みる絵本のよ
うなエッセーです。
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えほんの読み聞かせ～成羽図書館～
日　　時　２月９日（土）午前 10 時～
内　　容　絵本、大型絵本、紙芝居など
工　　作　おひなさまを作ろう
※ １月 29 日（火）は蔵書点検の

ため休館です。

問成羽図書館☎（42）２５８９
　 午前９時～午後５時 開館（月曜日休館）

ルソン ドゥ フランセ
　ファルジア・アナイス市国際交流員による中学・
高校生向けのフランス語講座です。
日　　時　１月 23 日（水）・30 日（水）午後６時 45 分～７時 30 分
場　　所　２階フロア奥
定　　員　各回 10 人（参加券配布中）

ベビーＢ
ブ ッ ク

ＯＯＫタイム
日　　時　１月 29 日（火）午前 11 時～ 11 時 30 分
場　　所　４階よみきかせスペース
申し込み　自由参加

おはなしたまてばこ おはなし会
日　　時　２月９日（土）午後３時～３時 30 分
場　　所　４階多目的室
申し込み　自由参加

高梁市図書館のイベント情報

問高梁市図書館☎（22）２９１２
　午前９時～午後９時 開館（年中無休）

２月の移動図書館第1・3月曜日
（４日・18日）

巨瀬小学校
なごみの森

1２:５０ ～ 1３:２０
1４:３０ ～ 1５:３０

第1・3火曜日
（５日・19日）

川面小学校
川面地域市民センター
津川小学校
落合地域市民センター
津川地域市民センター

1０:００ ～ 1０:３０
1０:３０ ～ 11:３０
1３:０５ ～ 1３:３０
1４:００ ～ 1５:００
1５:３０ ～ 16:００

第1・3水曜日
（６日・20日）

有漢西小学校
川上ふるさとプラザ
養護老人ホーム成羽川荘
日名神楽公園

1０:1０ ～ 1０:４０
1４:００ ～ 1５:００
1５:３０ ～ 1５:４５
16:００ ～ 16:３０

第1・3木曜日
（７日・21日）

福地小学校
やまびこカフェ
宇治小学校（７日のみ）
宇治地域市民センター
松原小学校

1０:1５ ～ 1０:４０
11:1５ ～ 1２:1５
1３:００ ～ 1３:３０
1４:３０ ～ 1５:３０
16:００ ～ 16:２０

第2・4月曜日
（25日のみ）

玉川地域市民センター
吹屋連絡所
ささゆり苑

1０:００ ～ 11:００
1４:1５ ～ 1５:1５
1５:４５ ～ 16:1５

第2・4水曜日
（13日・27日）

川上小学校
西山郵便局横
富家小学校（13 日のみ）

1０:００ ～ 1０:２０
11:４０ ～ 1２:1０
1３:０５ ～ 1３:２５

第2・4木曜日
（14日・28日）

巨瀬地域市民センター
玉川小学校
イズミゆめタウン
有漢東小学校

1０:００ ～ 11:００
1２:４０ ～ 1３:４０
1４:1５ ～ 1４:４５
1５:３０ ～ 1５:５５

第2・4金曜日
（８日・22日）

中井小学校
高倉地域市民センター
中井地域市民センター
落合小学校

1０:1５ ～ 1０:４５
1２:３０ ～ 1３:００
1３:３０ ～ 1４:００
1５:３０ ～ 16:００

図書館の紹介～成羽図書館～
　成羽図書館では児童書と一般書を約２万3000冊
所蔵しており、新
聞や雑誌も多く取
り揃えています。
静かな館内でゆっ
くり過ごしてみて
はいかかですか。
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田た
む
ら村   

啓け
い
す
け介

高
梁
市
教
育
委
員
会
参
与

方
谷
門
下
の
俊
英

　
山や

ま
だ田

方ほ
う
こ
く谷

は
困
難
な
藩
政
改
革
を
見
事

に
完
遂
し
た
政
治
家
と
し
て
知
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
多
く
の
優
れ
た
人
材
を
育
成
し

た
教
育
者
と
し
て
も
高
く
評
価
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
門
下
生
の
中
で
俊し
ゅ
ん
え
い英と

さ
れ

て
い
る
の
が
、
川
田
甕
江
と
三
島
中
洲
で

す
。
方
谷
は
「
剛ご
う

毅き

」
を
２
文
字
に
分

け
、
甕
江
に
「
剛
」、
中
洲
に
「
毅
」
の

名
を
与
え
て
い
ま
す
。
幕
末
か
ら
明
治
の

激
動
期
、
備
中
松
山
藩
存
亡
の
危
機
を
乗

り
切
っ
た
の
も
、
彼
ら
門
人
の
働
き
が
非

常
に
大
き
か
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
両
者
は
20
歳
前
後
に
知
り
合
い
、
終
生

の
盟
友
と
な
り
ま
す
。
と
も
に
天
保
元

（
１
８
３
０
）年
の
生
ま
れ
で
、
生
誕
地
は

備
中
南
部
、
農
商
家
の
出
身
で
方
谷
の
推

挙
を
受
け
て
備
中
松
山
藩
士
と
な
っ
た
こ

と
、
ま
た
、
晩
年
に
は
と
も
に
国
の
中
央

で
活
躍
し
、
宮
き
ゅ
う
ち
ゅ
う

中
で
東と

う
ぐ
う宮

侍じ

講こ
う

を
務
め
た

と
い
う
共
通
点
が
あ
り
ま
す
。

　

甕
江
は
、
浅
口
郡
阿
賀
崎
新
田（
現
在

の
倉
敷
市
玉
島
中
央
町
）の
港
問
屋
の
家

に
生
ま
れ
、
当
地
の
鎌か
ま

田だ

玄げ
ん

渓け
い（
備
中
松

山
藩
士
）に
師し

じ事
し
た
後
、
23
歳
の
時
に

江
戸
へ
遊
学
し
学
識
を
広
め
ま
し
た
。
27

歳
で
近お
う

江み

大お
お
み
ぞ溝

藩（
滋
賀
県
）の
儒
学
者
に

招
か
れ
ま
し
た
が
、「
藩
政
改
革
の
た
め

に
優
秀
な
人
材
確
保
を
」
と
い
う
方
谷

の
意
を
受
け
た
中
洲
の
懇こ
ん
せ
い請
に
よ
り
、
備

中
松
山
藩
へ
出し
ゅ
っ
し仕
、
江
戸
藩
邸
の
学
問
所

学
頭
を
務
め
、
主
に
江
戸
で
活
動
し
ま
し

た
。
鳥
羽
・
伏
見
で
の
敗
戦
に
よ
り
、
帰

藩
途
上
の
玉
島
で
熊く
ま
だ田
恰あ

た
か（
備
中
松
山
藩

主
板い
た
く
ら
か
つ
き
よ

倉
勝
静
の
親
衛
隊
長
）と
と
も
に
備

前
岡
山
藩
兵
に
包
囲
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

難
局
は
、
同
行
藩
士
約
１
５
０
人
の
助
命

と
引
き
替
え
に
恰
の
自
刃
で
決
着
し
ま
し

た
が
、
こ
の
助
命
嘆
願
書
の
草
案
は
甕
江

が
作
成
し
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
戊
辰
戦
争
後
に
行
方
不
明
と

三
島
中
洲

な
っ
た
勝
静
の
探
索
に
あ
た
る
と
と
も

に
、
藩
存
続
に
向
け
て
奔
走
し
ま
し
た
。

明
治
維
新
後
は
上
京
し
、
国
の
官
吏
と
な

り
ま
し
た
が
、
明
治
４（
１
８
７
１
）年
に

は
木き

ど戸
孝た

か
よ
し允

の
命
を
受
け
方
谷
を
新
政
府

に
招し
ょ
う
へ
い聘す

べ
く
、
小お

阪さ
か

部べ（
現
在
の
新
見

市
大
佐
）に
方
谷
を
訪
ね
て
い
ま
す
。
そ

の
後
、
東
京
帝
国
大
学
教
授
や
貴
族
院
議

員
、
東
宮
侍
講
を
歴
任
し
、
67
歳
で
没
し

ま
し
た
。
勝
静
の
信
任
は
厚
く
、
甕
江
は

勝
静
の「
余
が
死
し
た
後
ま
で
も
側
近
に
」

と
の
遺
言
を
受
け
、
駒こ
ま
ご
め込
吉き

ち
じ
ょ
う
じ

祥
寺
の
勝
静

の
墓（
後
に
愛
知
県
西
尾
市
長ち
ょ
う
え
ん圓

寺じ

に
改

葬
）の
近
く
に
埋
葬
さ
れ
ま
し
た
。

川
田
甕
江

　

中
洲
は
窪く

ぼ

屋や

郡
中
島
村（
現
在
の
倉

敷
市
中
島
）の
庄
屋
の
家
に
生
ま
れ
、

丸ま
る
か
わ
し
ょ
う
い
ん

川
松
隠（
新
見
藩
の
儒
学
者
で
方
谷
の

師
）の
娘
婿
で
あ
る
儒
学
者
の
丸
川
龍
達

に
師
事
し
た
後
、
14
歳
で
方
谷
の
家
塾

「
牛ぎ
ゅ
う
ろ
く
し
ゃ

麓
舎
」
に
入
門
、
５
年
後
に
は
塾
長

と
な
り
ま
し
た
。
政
務
に
専
念
す
る
方
谷

に
代
わ
り
家
塾
で
代
講
を
務
め
ま
し
た

が
、
後
に
伊
勢
や
江
戸
に
遊
学
、
29
歳
の

川田 甕江
( 倉敷市立玉島図書館 提供 )

三島 中洲
( 二松學舎大学 提供 )

時
に
は
方
谷
の
推
挙
に
よ
り
備
中
松
山
藩

士
に
取
り
立
て
ら
れ
ま
し
た
。
鳥
羽
・
伏

見
で
の
敗
戦
後
、
朝
敵
と
な
っ
た
中
で
藩

の
中
枢
と
し
て
備
前
岡
山
藩
に
よ
る
征

討
、
城
の
無
血
開
城
、
藩
の
存
続
と
い
う

難
局
に
立
ち
向
か
い
、
そ
の
危
機
を
乗
り

切
る
重
要
な
役
割
を
担
い
ま
し
た
。

　
維
新
後
は
裁
判
官
・
東
京
帝
国
大
学
教

授
な
ど
を
歴
任
、
甕
江
の
死
去
を
受
け
て

東
宮
侍
講
も
務
め
ま
し
た
。
ま
た
、
明
治

10（
１
８
７
７
）年
に
は
東
京
麹こ
う
じ

町ま
ち

に
漢

学
塾
「
二に
し
ょ
う
が
く
し
ゃ

松
學
舎
」（
現
在
の
二
松
學
舎
大

学
）を
創
設
し
、
漢
学
の
振
興
に
大
き
な

功
績
を
残
し
て
い
ま
す
。

　

高
梁
に
お
け
る
中
洲
ゆ
か
り
の
地
は
、

小
高
下
の
邸
宅
跡（
家
塾「
虎こ

口こ
う
渓け

い
舎し

ゃ
」跡
）

や
秋あ
き
葉ば

山や
ま
山
麓（
御お

ん
ざ
き前
神
社
の
南
）に
あ
る

「
生せ
い

歯し

碑ひ

」（
夫
人
・
娘
墓
の
傍
ら
に
自
身

の
歯
を
埋
納
）が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
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